
日時：10月28日（金）13：00～17：00
場所：メルパルク熊本

〒860-8517 熊本県熊本市水道町14-1
http://www.mielparque.jp/kmm/access.htm

主催：食と農林水産業の地域ブランド協議会・株式会社日本総合研究所　

開催趣旨
　現在、各地域において、地域の農林水産業、食品産業の競争力

強化や地域活性化につなげていこうとの観点から、地域ブランド化の取組が

進められています。

　このような農林水産物・食品の地域ブランド化の取組主体や支援者、加工・流通の関係

者等が幅広く参集し、相互の情報の交換や提供、交流等を実施するため、平成19年11月

に「食と農林水産業の地域ブランド協議会」が設立されました。

　このたび当協議会では、各地の地域ブランド化の取組のさらなる発展と、既に確立しつつ

ある地域ブランドの保護に向けたセミナーを開催することとなりました。地域ブランド化の

確立に向けた方策を議論するとともに、知的財産としての保護・活用について検討します。

平成23年度
食と農林水産業の地域ブランド協議会セミナー（熊本会場）

「農林水産物・食品の
 地域ブランド確立と
 知的財産の戦略的活用」 ※農林水産省「農林水産物・食品地域ブランド化共通基盤構築事業」

※セミナー閉会後に講師陣への相談・交流会開催
セミナー参加費無料



プログラム

申込みホームページ

申込方法
参加希望者は10月26日（水）17：00まで、下記ホームページよりお申込みください。
応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。
応募多数の場合、締め切り前でも申込みをお断りする場合がございますので、あらかじめご了承願います。
抽選の結果、漏れてしまった方には別途ご連絡差し上げます。

お問合せ先
（株）日本総合研究所　総合研究部門　公共コンサルティング部　春山、中山、池田
TEL：03-3288-5375　　FAX：03-3288-6349

平成23年度
食と農林水産業の地域ブランド協議会セミナー（熊本会場）

「農林水産物・食品の
 地域ブランド確立と
 知的財産の戦略的活用」 ※農林水産省「農林水産物・食品地域ブランド化共通基盤構築事業」１．開会（13:00）

２．基調講演（13:15～13：55）　

みんなでつくる物語　～最強地域ブランドへ向けて～
講師　澤﨑聡事務所　プロデューサー　澤﨑 聡

内閣官房　地域活性化伝道師、農林水産省6次産業化推進人材育成事業講師。富山県魚津市生れ。
大阪芸術大学卒業後芸術系大学等非常勤講師、企画プロダクション勤務をへて澤﨑聡事務所設立。
行政・地域・企業・大手広告代理店のマーケッティング・プロモーションを外部プロデューサーとして担当。 
魚津寒ハギ如月王、熊野本宮商工、世界遺産プロジェクトなど地域の魅力を地元のみなさまと発掘し
マーケッテイング、クリエーティブでプロデュース実施。
農林水産省・地域ブランドプロデューサー、経済産業省・地域ブランドアドバイザー。

３．先進事例発表（13:55～14:55）

　　　 400年の歴史だけでは生き残れない！～悩める"かごしま黒豚"～
講師　鹿児島県農政部畜産課 技術主幹兼中小家畜係長
　　　　　　（鹿児島県黒豚生産者協議会 事務局）　樋渡 隆

昭和60年に畜産職として鹿児島県庁に入庁後、試験研究や後継者育成に従事。平成12～13年度畜産課に
おいて鹿児島県黒豚生産者協議会事務局を兼務。その後、地域振興局等で畜産行政に従事、平成22年度
より現職。
協議会事務局として、かごしま黒豚ブランドの舵取り役を担当。また、県地鶏振興協議会事務局として、県
産地鶏の振興とブランド化も担当。

事例①

４．専門テーマ講演（15:10～15:50）

知的財産制度の概略と活用の可能性 ～地域全体の発展を目指して～
講師　Sun East知的財産事務所 所長　森 智香子

早稲田大学理工学術院非常勤講師。Sun East知的財産事務所 所長。弁理士（特定侵害訴訟代理業務付記登録）。大
手法律事務所勤務を経て、開業。国内外、特にアジア圏での特許、商標の権利化業務に力を入れる。平成23年度日本
弁理士会意匠委員会委員、著作権委員会委員。国際商標協会（INTA）でBulletin Committeeのメンバー。東アジア
の知的財産に関する講演や知的財産管理技能検定の問題集の執筆、雑誌「発明」「CIPICジャーナル」「知財管理」
「China IP」への寄稿など、多岐にわたり活躍中。

5．パネルディスカッション（15:50～16:50）
パネリスト 澤﨑聡事務所　プロデューサー 澤﨑 　聡
 鹿児島県農政部畜産課 技術主幹兼中小家畜係長 樋渡 　隆
 株式会社沖縄ティーファクトリー　代表 内田 智子
 Sun East知的財産事務所　所長 森 智香子
コーディネーター　日本総合研究所　総合研究部門　上席主任研究員 金子 和夫

　　　 沖縄産紅茶のポテンシャル
講師　株式会社沖縄ティーファクトリー　代表　内田 智子

1966年福岡県生まれ。スリランカ在住時に心からおいしい紅茶に出会い目覚め基礎知識を得た後に、日本
向け輸出を担当、オークション業務に携わり、テイスティング・ブレンド技術を身につける。現在、沖縄県にて
国産高級紅茶を目標に産地化を推進。
2000年　沖縄で紅茶生産を開始。
2004年　株式会社として法人化、代表取締役社長に就任。沖縄にて高級紅茶生産のプロジェクトスタート。
2008年　経済産業省の地域資源認事業認定、JAPANブランド戦略策定年度事業認定。　
2011年 　フランス・パリにて新しい紅茶の産地としてOKINAWAをPR。

事例②

※閉会後に、講師陣への相談・交流会を予定しております。相談・交流会にご参加希望の方は、事前にお申込みください。

http://www.jri.co.jp/seminar/111014_373/detail/


